
阿南工業高校 校歌・校章・校旗の由来
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白色である意味

①一般教養と専門技術を習得し，しかもそこ

に豊かな創造性を発揮することのできる工

業人育成への本校教育指標の象徴

②純粋理性をみがき，純粋実践理性を培い，

厳密な科学する心と，公正な批判力をもっ

た心身ともに健全な「地の塩」たるべき社会

人育成への本校教育指標の象徴

③古来，白色は装飾を去りいさぎよく，かつ，

公明正大であることの徳目をあらわすもの

であるが，質実にして剛健，木訥にして仁

に近き人間育成への本校教育指標の象徴

外周に「工」をかこみ工業に関する学科を表している。

中央の「髙」をとりまく

多くの「点」は宇宙をあ

らわし創造を象徴して

いる。

上部の「ペン」は一般教養と基

礎理論を重視した新しい技術教

育を象徴している。

ペンの両側の「羽

根」は飛躍発展を

象徴している。

阿南市の市章の

外形を用い校名を

表している。

初代教頭 武田榛雄先生（昭和３７年～昭和４１年）（国語）は，

富岡西高校で勤務されていた頃の教え子である宮井悦平先生

に作曲を依頼した。宮井悦平先生が，武田榛雄先生の歌詞に

込める並々ならぬ意気込みを感じたと伝えられている。

考案 初代校長 板東義治先生
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昭和３７年～昭和４２年

校旗

校章

宮井悦平先生（８４） 元小学校長 渋野小学校歌、勝浦音頭の作曲者
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